




 

 PMD において上肢肩胛帯からはじまる筋力低下は ADL の自立をはばむばかり

か不自然な姿勢をもたらす、失われた上肢機能を補助し手指機能の最大限活用

のために BFO(Balanced Forearm Orlbosis)の利用が考えられてきた。しかし、

従未の BFO はそのまま PMD 患者に用いては自由度が大でコントロールしにくく

不適当である。そこで機構的な面での簡易化、重症者を対象とした外力の導入

を目標に試作を行った。 

 基本的構造は図 1に示す通りである。アームは車椅子肘あてパイプに容易に

取付けられる。水平面での任意の角度に固定ができる。アーム上の任意の位置

に固定されたモータユニットは電動によって上下可能の支柱がとりつけられて

いる。この支柱の上端が支点となり、ボールベアリングでトラフが上下、左右

に動く、支柱の上下移動は作業の高さに適した便宜性を備えている。モータユ

ニットの動力源は 12V 直流モータである。支柱が上限に達するとモータが停止

するようになっている。トラフは従来の BFO と同様のものを用いた。 


